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析と幕府による守護職安堵の背景を明らかにした。応永 年( )、今川了俊の京都召還2 1395
・九州探題解任により反島津方国人の軍事制圧に成功した総州・奥州両島津家であった
が、応永 年( )ごろから総州家伊久と奥州家元久の関係が悪化し、両者の抗争に突入6 1399
していく。最終的にこの抗争を制したのは、薩摩国の有力国人伊集院氏を外戚にもつ奥州
家元久であり、幕府もこれを支持して応永 年( )元久に日向・大隅両国守護職を安11 1404
堵すると共に、同 年には元久を薩摩国守護職に補任し、奥州家によって薩隅日三か国16
守護職は統一された。この背景には、足利義満による日明国交正常化＝日明勘合貿易実現







によるものと推測できる。これより先、応永 年( )ごろまでに奥州家元久は「山東」8 1401
、 。 、 、とよばれた宮崎平野に進出し 弟久豊にその支配を任せた しかし 兄弟の関係は悪化し






持の朝貢拒否により国交が断絶しており 唐物輸入ルートとして九州西海岸に来航する 南、 「
蛮船」が重視されていた。南蛮船来航地である万之瀬川河口付近を実効支配する島津総州
家・伊集院氏は、幕府に薩摩国守護職補任を求めるが、奥州家久豊はこれを軍事的に制圧












揆」について関係史料を再検討し、永享 年( )に薩摩国南部の伊集院氏とその与党、4 1432
そして同国山北地域の国衆が連携して起こした反島津闘争であることを明らかにした。こ
の蜂起は同 年ごろいったん沈静化するが、文安年間（ ～ ）に入り肥後国の菊池8 1444 49

















指し、永享 年( )には、錦江湾沿岸を中心に、島津持久を支持する御一家・御内等に6 1434
よる一揆が結成された。これに対し、島津忠国とその嫡男安房（のちの立久）を支持する
御一家・御内らは、翌永享 年に忠国と契状を取り交わして一揆を結成し、領国内は二派7































一家 （島津氏庶子家）の特質を明らかにするとともに、この「御一家」と「御内 （守」 」
護被官）の集合体を室町期「家中」と捉え、その形成から１５世紀後半の再編に至る過程





「 「 」 」第一章 日向国樺山氏の成立過程とその特質―室町期島津氏 御一家 の由緒と家格―
では、室町期の有力御一家樺山氏を取り上げ、御一家の由緒と島津氏領国内の家格・政治
的地位の関係について明らかにした。樺山氏をはじめとする鎌倉末期から南北朝期に分出

























第三章「室町期島津氏領国の解体過程」では、 世紀後半から 世紀初頭における政15 16
治過程の分析から、守護家「家中」を軸とする室町期島津氏の政治構造がどのように変質
・解体し、戦国的状況が出現していったのかを明らかにした。安定政権を築いた島津立久
が文明 年( )に没すると、有力一族と拡大・再編された「家中」の対立、そして、文6 1474
明 ～ 年の桜島大噴火による政情不安もあいまって、大規模な争乱が頻発する。有力一3 8















、 。 、 （ ）室町期の島津氏領国は 政治的に 期に区分される Ⅰ期は 観応擾乱期 年代4 1350
（ ） 、「 」 。～九州探題今川了俊の解任 年 で 室町期島津氏領国形成期 と位置づけられる1395
Ⅱ期は、九州探題今川了俊解任～島津久豊期（ 年代）で 「島津氏領国の確立・拡大1420 、
期」であり、島津奥州家が本宗家としての地位を固めると同時に「室町期「家中」の確立
期」でもある。Ⅲ期は、薩摩国「国一揆」勃発（ 年）～島津立久死没・忠昌の家督1432
継承 年 で 長期にわたる争乱による 島津氏領国の政治構造転換期 であり 室（ ） 、 「 」 、「1474
町期「家中」の拡大・再編期」でもある。Ⅳ期は、文明の争乱勃発（ 年）～島津相1476




































家中 にとって 守護島津氏とは 九州探題や反島津氏勢力と対抗するためのいわば 旗「 」 、 、 「
頭」であり、主従制の頂点に立つ存在でもあった。その意味で、島津氏領国における「守
護」とは、下からの支持・要請によって保証される存在であったともいえる。 世紀中15
期の争乱で多くの反島津方勢力が滅亡・没落し、領国内のほとんどの勢力を室町期島津氏
独自の領有観に基づく秩序のなかに包摂することに成功したのち、家督を継承した島津立
久は幕府に守護職補任を求めなかった。それはその必要性が消滅したためと考えられる。
